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七
重
八
草
花
は
咲
け
ざ
も
山
吹
き
の

賓
の
一
つ
だ
に
然
き
手
か
事
し
さ

如
何
に
花
が
美
麗
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
貨
が
無
げ
れ

ば
駄

H
で
あ
る
o

そ
れ
ご
同
様
、
動
円
仁
巧
言
令
色
を
並

〈
、
山
ご
争
す
文
書
を
積
む

rご
と
ろ
で
、
共
の
根
抵
が

確
定
し
徹
底
し
て
居
中
か
か
っ
た
な
ら
、
根
無
し
草
の
波
上

仁
浮
ぺ
る
ご
同
様
守
る
も
の
、
て
あ
る
。
を
ん
な
物
よ
り
、

寧
ろ
花
や
見
る
仁
足
ら
ず
、
言
や
巧
争
ら
ず
ご
雄
も
、
そ

れ
に
賞
あ
あ
り
、
確
た
る
根
抵
の
あ
る
も
の
を
撰
ば
ね
ば

な
ら
ぬ
。
そ
れ
ご
同
じ
く
、
宗
教

ω中
で
も
、
如
何
に
立

源
な
理
想
主
説
い
た
所
で
、
そ
れ
が
徹
底
せ
ず
、
唯
理
論

に
の
み
走
っ
て
現
買
を
無
視

B

し
た
も
の
で
あ
っ
た
争
ら
、

有
花
無
果
の
批
評
を
免
れ
得
な
い
の
で
あ
る
。
線
て
宗
致

の
世
の
中
に
用
ひ
ら
れ
る
ご
否
さ
は
、
其
の
敬
が
能
〈
吾

人
の
理
想
を
統
御
し
、
而
し
て
吾
人
生
活
の
要
素
た
り
得

る
ご
否
ど
に
あ
る
。
故
に
、
如
何
じ
深
遠
守
る
数
理
を
設

い
た
ご
て
、
現
買
に
混
交
渉
な
る
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
、

そ
れ
は
空
理
空
想
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
ん
亭
宗
教
は
現

代
に
不
必
要
守
る
も
の
で
あ
ら
ね
ば
争
ら
ぬ
。
故
仁
偽
殺

の
中
に
於
い
て
も
、
稗
骨
骨
が
五
十
年
の
長
日
月
に
一
旦
L
リ、

八
万
四
千
の
教
法
を
説
い
て
あ
る
が
、
其
の
中
氏
自
ら
、

吾
人
の
取
っ
て
以
っ
て
範
ご
す
べ
き
も
の
ご
、
然
ら
ぎ
る

も
の
ご
あ
る
は
今
夏
言
を
侯
た
な
い
が
、
彼
の
敢
あ
る
数

法
、
五
十
年
の
長
ち
仁
亘
る
設
法
も
、
蹄
す
る
蕗
、
備
知

見
に
開
示
悟
入
せ
し
む
る
ご
云
ふ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

偽
如
見
ど
は
、
本
来
本
具
の
知
見
、
即
ち
異
の
生
命
ご
云

ム
事
で
あ
る
。
故
じ
偽
知
見
に
開
示
悟
入
す
る
さ
一
式
ふ
事

は
、
－
i
z－
－
四
門
、
四
智
、
四
位
、
観
心
、
等
仁
約
し
て
説
明
す

ぺ
き
で
あ
る
が
今
煩
を
略
す
・
：
・
：
・
異
質
の
生
命
を
開
願
し

獲
得
す
る
ご
云
ふ
事
に
あ
る
。
如
何
仁
巧
な
る
龍
を
畜

ν

た
所
で
、
共
の
龍
仁
踏
を
貼
じ
な
い
聞
は
其
の
龍
比
は
生
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無
は
無
い
。
死
ん
で
居
る
の
で
あ
る
如
く
、
悌
陀
が
如
何

に
津
山
争
経
論
を
設
い
た
所
で
、
所
化
の
機
民
、
眼
を
得

き
せ
な
か
っ
た
な
ら
、
其
の
機
根
は
迩
じ
永
遠
に
死
ん
だ

者
同
然
、
丁
度
あ
や
つ
り
人
形
の
如
き
で
居
ら
ね
ば
歩
ら

ぬ
。
故
に
偽
陀
は
我
々
の
官
ひ
た
る
智
肢
を
開
接
し
て
、

明
か
守
る
智
肢
を
顕
示
し
、
、
而
し
て
妙
法
の
果
海
仁
悟
入

せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
是
れ
方

4

倶
品
の
『
欲
令
衆
生
開
悌

知
見
使
得
清
津
故
出
現
於
世
、
乃
至
是
潟
諸
偽
唯
以
一
大

事
因
縁
故
出
現
於
世
云
乙
一
の
所
設
あ
る
所
以
で
あ
る
。

乍
然
方
便
品
に
於

τ、
斯
く
の
如
き
所
設
が
あ
る
か
ら

ご
云
ふ
て
、
所
化
の
機
が
此
の
品
に
於
て
直
も
仁
符
盆
あ

b
ご
は
云
へ
ぬ
。
－
－
－
－
一
往
奥
蒋
の
時
は
あ
り
ご
す
る
が
j

却
も
方
便
品
の
時
に
は
求

r真
の
悌
如
見
は
顕
示
昌
れ
奇

か
っ
た
。
従
っ
て
妙
法
果
海
に
悟
入
す
る
事
は
出
来
奇
か

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
迩
門
に
於
て
は
理
論
的
じ
は
一

念
三
千
ご
云
ふ
様
な
義
も
販
は
れ
て
居
る
、
け
れ
ざ
も
そ

れ
は
箪
仁
理
論
ご
し
て
の
み
で
あ
っ
て
、
賓
際
的
の
も
の

で
は
無
い
。
故
に
諮
問
常
分
に
あ
っ
て
は
、
異
質
の
得
議

は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
o

宗
組
が
『
日
蓮
は
第
三
の
法
門
な
ち
』
ご
仰
せ
ら
れ
た

師
掲
の
謹
近
は
勿
論
、
前
の
ニ
敬
相
ご
錐
も
、
本
門
民
主

ら
ね
ば
徹
底
的
仁
顕
は
れ
て
居
ら
ぬ
。
是
れ
『
本
円
未
編

以
前
備
以
法
門
名
錦
虚
』
ご
仰
せ
ら
れ
叉
『
未
得
道
教
覆

議
敬
』
『
去
暦
昨
食
』
ご
宗
姐
の
破
を
蒙
る
所
以
で
あ
る
。

是
が
本
門
書
量
日
間
じ
至
b
『
然
我
質
成
悌
到
来
甚
大
久
遠

毒
命
無
量
云
身
』
ご
偽
陀
の
御
毒
命
の
頴
は
れ
る
ご
同
時
仁

衆
生
の
生
命
も
確
定
し
た
の
で
あ
る
。
濯
頂
抄
に
、

此
品
ノ
肝
要
ト
者
明
日
程
曾
J

無
作
三
身
イ
欲
レ
ATν
増
ニ
進
弟

子
J

一二身↓
A
1
ノ疏－一云
7
A
1
E
ク
詮
一
一
量
ス
本
地
三
偽
ノ
功
徳
サ

文
乃
至
此
ノ
一
二
身
雄
二
無
始
本
質
寸
ト
且
夕
立
計
五
百
塵
劫
ノ

成
備
↓
此
J

時
始
畳
J

一
ニ
身
即
三
世
常
住
す
今
J

弟
子
始
直
寓

」
ニ
身
亦
如
M
我
」
蹴
メ
可
同
成
ゴ
三
世
常
住
無
作
↓
・
抱
一
子
守

芝
、
又
御
義
口
侍
に
云
〈
、

嘗
品
ノ
意
我
ト
者
怯
界
J

衆
生

t
十
昇
J

己
ん
ザ
ヲ
指
メ
我
ト
云
フ

也
無
作
三
身
ト
定
ダ
リ
此
ヲ
貨
ト
云
由
也
成
ト
者
能
成
所
成
ナ
リ
成

開
タ
義
ナ
リ
法
界
無
作
コ
一
身
J

悌
ナ
l
開
タ
リ
由
也
悌
ト
者
此
テ
血
耳

如
ス
P
7
云
由
也
巳
ト
ハ
者
、
過
去
す
来
？
者
未
来
ナ
リ
己
来
ノ
中
一
一
口
J

中

ュ
現
在
ハ
荷
山
由
一
五
々
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芝
、
如
是
毒
量
の
質
事
は
僻
間
前
法
問
に
す
し
、
能
化
の

質
事
凶
酬
は
れ
ず
、
況
ん
や
所
化
を
や
。
故
に
毒
量
口
聞
は
吾

人
じ
取
っ
て
無
〈
て
は
な
ら
ぬ
経
に
で
あ
る
な
り
。

是
れ
よ
り
以
前
の
諸
経
に
於
い
て
は
、
理
体
法
身
の
無

始
無
終
は
設
か
れ
て
居
る
が
‘
倶
体
供
用
の
三
身
相
即
の

悌
身
の
無
始
無
終
は
頴
は
れ
て
居
ら
ぬ
。
故
に
畢
一
克
唯
理

論
的
の
経
て
あ
っ

τ、
事
賓
に
生
き
た
教
法
で
は
無
い
、

既
に
台
家
に
於
て
も
新
成
に
頴
本
を
許
当
ぬ
、
新
成
に
瀬

本
を
許
さ
れ
ね
ば
吾
人
は
異
の
成
悌
は
出
来
ぬ
勘
定
。
で
あ

る
。
其
の
外
密
家
に
於
℃
威
張
る
大
日
如
来
で
も
但
法
身

で
あ
っ
て
一
ニ
身
相
即
の
備
で
無
い
。
況
ん
や
除
の
宗
々
に

於
℃
論
ず
る
常
住
は
、
皆
諸
経
の
常
談
た
る
但
理
法
身
常

住
で
あ
る
の
で
あ
る
。

上
過
の
如
く
な
る
故
に
、
真
の
生
命
を
開
顕
し
、
妙
法

果
海
じ
蹄
入
し
得
る
の
教
法
は
、
上
行
所
侍
唯
本
一
部
の

法
花
経
よ
り
他
は
無
い
の
で
あ
る
。
此
の
妙
法
末
法
に
康

宣
椛
布
し
て
、
順
縁
の
機
・
：
・
本
己
有
善
・
・
2
は
是
れ
を
見
聞

し
て
直
も
じ
自
畳
の
大
道
仁
入
h
、
逆
綾
の
機
：
・
・
本
末
有

書
2
2
は
因
倒
因
起
の
大
盆
を
受
げ
て
未
来
成
悌
の
種
子
を

結
ぶ
を
得
る
の
で
あ
る
‘
如
是
唯
本
一
部
の
法
華
経
は
在

世
仁
股
盆
を
奥
へ
末
法
に
は
下
穏
の
要
法
妙
法
五
字
ご
し

て
下
和
盆
を
奥
ふ
・
・
・
・
是
れ
正
意
晶
、
在
世
の
種
盆
末
法
の

股
盆
ご
倶
に
傍
意
畠
・
・
・
・
在
減
倶
仁
信
誘
二
縁
の
捧
ぴ
無
〈

盆
を
得
る
の
経
唯
今
経
じ
限
る
。

若
し
夫
れ
吾
人
が
比
の
世
の
中
じ
生
れ
て
来
て
、
而
も

異
の
自
己
を
畳
知
せ
ず
し
て
死
ん
だ
な
ら
、
随
分
あ
は
れ

争
者
で
は
無
か
ら
ふ
欺
。
是
を
無
意
味
争
る
一
生
無
意
義

な
る
人
生
中
」
斯
う
云
ふ
の
で
あ
る
、
故
に
吾
人
に
し
て
意

義
あ
る
人
生
を
建
ら
ん
ご
欲
す
る
な
ら
、
先
づ
此
の
本
化

の
大
法
に
依
っ
て
以
つ
℃
異
の
自
己
を
畳
如
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
而
乙
て
吾
人
が
此
の
妙
法
の
功
能
仁
依
っ
て
、
書
量

所
願
の
無
始
の
古
備
に
一
如
し
、
常
寂
光
土
を
此
の
現
賓

界
仁
建
設
し
、
本
時
の
風
売
に
潜
し
て
自
受
法
築
の
果
を

得
る
の
時
、
即
も
始
め

τ吾
人
の
異
の
生
命
は
頴
現
す
る

の
で
あ
る
。
此
の
白
血
買
を
得
異
の
生
命
を
獲
得
せ
し
人
に

治
し
て
始
め
て
意
義
あ
る
人
生
を
詮
り
、
有
意
味
の
生
活
に

佳
す
る
を
得
る
の
で
あ
る
。

白2)
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